
令和７年度事務事業評価（令和６年度事後評価） 教育部

所属名 事務事業名 ページ番号

社会教育課 社会教育助成事業 2

社会教育課 星空学習館管理運営事業 3

社会教育課 青少年センター管理運営事業 4

社会教育課 地域学校協働活動推進事業 5

社会教育課 久米島町中学生交流事業 6

社会教育課 市民総参加子ども育成運動経費 7

社会教育課 金立教育キャンプ場事業 8

社会教育課 家庭教育支援事業 9

社会教育課 非行防止対策事業 10

社会教育課 子ども・若者支援事業 11

社会教育課 佐賀市二十歳のつどい 12
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
成果指標の実績は下がっているが、各団体の活動自体は低下していない。各団体の課題の解
決を図るため、社会教育委員との意見交換の場を提供する等して支援をしていく。

今後の改善策、対応策等

有効性・公共性の観点から助成制度の定期的な見直しを図り、補助金を交付している各団体の活動の推進を支援していく。

28.4
30 30 30 30

25.4 33.2 34.0 25.1

57.8 53.2 56.5 52.6

成果指標② 単位

生涯学習を行っている人の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

地域の人は子どもたちの教育に自主的にかかわっていると思う人の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

55.5
60 60 60 60

うち佐賀市の
負担額

4,420 4,237 4,304 4,310 3,921

　　事業総額 4,420 4,237 4,304 4,310 3,921

７団体へ補助金を交付した。（佐賀市地域婦人連絡協議会、佐賀市ＰＴＡ協議会、佐野常民顕彰会、佐
賀市子ども会連絡協議会、佐賀市青少年健全育成連合会、佐賀子ども劇場、佐賀市子育てサークル連絡
会）
機会の公平性・有効性・公益性の観点を踏まえ、補助金等交付基準等の見直しを行った。

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 社会教育関係団体及びその活動に参加する市民

年度

担当部署・係名 社会教育課　総務企画係 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 26自ら学ぶ生涯学習の推進

令和7年度

事務事業名 社会教育助成事業 事業期間 昭和

基本事業 多用な学習機会の提供

事業概要・目的
社会教育分野の振興を図るため、社会教育関係団体が実施する社会教育、青少年健全育成に関する事業に
要する経費に対して補助を行い、その活動を支援する。
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事務事業進捗報告シート

28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
天体・科学に関する各種事業を実施するとともに、サークル活動、会議、集会等の多様な活動の
場を提供したことにより利用者数は増加した。

今後の改善策、対応策等

市報、HP、さがんメール、ＳＮＳでの情報発信や、好調の出前講座等のＰＲを積極的に行うことにより、他の催しを含めた星空学
習館全体の利用者増を実現する。

100
100 100 100 100

99 99 100 100

13,951 15,898 17,517 18,850

成果指標② 単位

利用者の満足度 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

延利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

14,323
21,000 21,000 21,000 21,000

うち佐賀市の
負担額

16,180 17,750 17,377 17,969 17,732

　　事業総額 17,083 18,749 18,559 18,258 18,830

・施設の貸館（2,187団体　18,850人）
・天体・科学に関する事業の開催
　季節ごとのイベントの実施　28回、1,224人
　観望会　82回、1,357人
　出前講座等　17件、1,126人

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市民

年度

担当部署・係名 社会教育課　総務企画係 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 26自ら学ぶ生涯学習の推進

令和7年度

事務事業名 星空学習館管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 生涯学習施設の整備・運営

事業概要・目的 天体・科学に関する学習を推進することにより、生涯学習の振興を図る。
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事務事業進捗報告シート

47 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している 青少年に学習、憩いやサークル活動の場を提供したことにより利用者数は増加した。

今後の改善策、対応策等

学校の試験時期は、フリースペースに入りきれないほど多数の利用者がいる。そのため、事前に試験時期を把握し大会議室をフリース
ペースとして利用してもらうことで多くの利用者による活用を促していきたい。

60,448
75,000 75,000 75,000 75,000

65,617 71,581 70,557 75,425

80,134 86,810 86,730 91,648

成果指標② 単位

在学青少年利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

施設利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

72,302
90,000 90,000 90,000 90,000

うち佐賀市の
負担額

18,506 19,683 19,146 17,383 22,109

　　事業総額 19,309 20,513 20,095 18,359 22,960

・青少年センターの貸館（年間358日）
　　多目的室、和室、音楽室、音楽練習室（1，２）、調理室、会議室（大、中、小）、
　　個別学習室、フリースペース

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市民、在学青少年

年度

担当部署・係名 社会教育課　総務企画係 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 青少年センター管理運営事業 事業期間 昭和

基本事業 子ども・若者の健全育成

事業概要・目的 青少年等に活動の場を提供し、健全な青少年を育成する。
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事務事業進捗報告シート

2 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
地域教育コーディネーターを配置した学校に、「地域学校協働本部」や「地域学校活動推進員」
の設置を促し、地域学校協働活動推進事業を推進することができた。

今後の改善策、対応策等

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と一体的に実施することを基本とし、コミュニティ・スクール担当部署との連携を図りな
がら実施校の拡充を目指す。

46
61.1 61.2 61.3 61.5

48.2 45.9 51.3 52.2

57.8 53.2 56.5 52.6

成果指標② 単位

地域は、子どもたちに「地域の一員」として活動する場を作り出していると思う市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関わっていると思う市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

55.5
62.2 62.4 62.5 62.8

うち佐賀市の
負担額

85 60 108 4,896 5,389

　　事業総額 255 176 324 6,048 7,491

【地域学校協働活動推進事業】令和６年度実施校　14校（若楠小、小中一貫校松梅校、北川副小、小中
一貫校富士校、大詫間小、本庄小、諸富北小、諸富南小、諸富中、金立小、久保泉小、城西中、金泉中、日
新小）
【放課後子ども教室推進事業】令和６年度実施校　７校
（若楠小、小中一貫校松梅校、日新小、嘉瀬小、北川副小、新栄小、兵庫小）

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市民

年度

担当部署・係名 社会教育課　子どもへのまなざし運動・若者支援推進室 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 地域学校協働活動推進事業 事業期間 令和

基本事業 子ども・若者の健全育成

事業概要・目的
学校・家庭・地域が連携・協力し、子どもたちの健やかな成⾧を育む環境づくりを推進する。
※令和５年度より、「地域学校協働活動推進事業」、「放課後子ども教室推進事業」及び「学校地域連携支援
事業」を統合した。
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事務事業進捗報告シート

24 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
参加者の満足度も高く、佐賀市・久米島双方を訪れる体験により、双方の歴史を学び、直に交
流することによる教育的効果は高い。

今後の改善策、対応策等

・事業を実施した当初から令和６年度まで、成果指標については２つともおおむね目標に達している。
・本交流を通じ、参加者自らが自信を深め責任感や社会性を身につけることができるよう、交流プログラム等の検証を引き続き行う。

ー
100 100 100 100

ー ー 80 100

－ ー 93.3 100

成果指標② 単位

団体行動の約束を守った、自覚ある行動ができたと思う参加者の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

参加前より自分に自信がついたと思う参加者の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

ー
100 100 100 100

うち佐賀市の
負担額

ー ー 240 1,664 1,599

　　事業総額 ー ー 240 1,664 1,599

・H31年度　事業対象者数2,139人　参加人数16人　交流日数6日
・R ２年度　事業対象者数2,122人　※R２年度事業中止
・R ３年度　事業対象者数2,251人　※R３年度事業中止
・R ４年度　事業対象者数2,229人　※R４年度事業中止
・R 5年度　事業対象者数1,860人　参加人数16人　交流日数6日
・R 6年度　事業対象者数1,850人　参加人数16人　交流日数6日

令和6年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市内の中学1年生

年度

担当部署・係名 社会教育課　子どもへのまなざし運動・若者支援推進室 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 久米島町中学生交流事業 事業期間 平成

基本事業 子ども・若者の健全育成

事業概要・目的

久米島町と佐賀市の中学生が夏季に佐賀市から久米島町を、冬季には久米島町から佐賀市を訪れて交流し、
異なる双方の歴史や文化等への理解を深める。同時に、佐賀の偉人である第11代齋藤用之助の久米島や沖
縄本島での功績を学び、郷土に対する誇りを持つ心を育む。また、参加者どうしの交流や集団行動により、自信と
責任感の育成を図る。
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事務事業進捗報告シート

18 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
目標値には届いていない項目も存在するが、企業事例紹介リーフレットの作成、配布や、地域
や学校等で出前講座を行うなど、様々な方法で幅広い層への周知・啓発活動を図った。

今後の改善策、対応策等

・出前講座等、説明の機会を増やし、子どもへのまなざし運動推進コーディネーターによる周知広報活動を強化する。
・地域や企業、学校などを巻き込みながら、認知度の向上を図り、市民総ぐるみの実践へと繋げていく。
・子どもへのまなざし運動参加企業数を増やすことをはじめ、既参加企業の取り組みを広報する等、企業等の役割の重要性について周知を図る。
・佐賀市が子どもへのまなざし運動参加企業のモデルとして、「まなざし休暇」という取り組みを行い、企業に対し実践を促す。

55.5
58 60 62 64

57.8 53.2 56.5 52.6

34.0 29.1 33.6 38.5

成果指標② 単位

地域の方は、子どもの教育に自主的に関わっていると思う市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

地域で青少年健全育成に取り組んでいると感じる市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

30.3
32 34 36 38

うち佐賀市の
負担額

7,092 6,724 5,328 2,868 4,825

　　事業総額 8,780 8,849 7,272 4,478 4,825

○市民総参加子ども育成運動推進委員会の開催（全体会１回)　(ワールドカフェ形式での開催）
○市民の認知度や関心を高めるための取り組み
　・グッズ等（のぼり旗、ポロシャツほか）による視覚的啓発、「まなざしアーチ」を使った聴覚的啓発
　・運動実践者紹介番組「まなざし放送局」、「つながるさがし」等のＳＮＳ情報発信
○市民が運動に共感し、実践に繋げるための取り組み
　・まなざしキラリ賞の表彰、運動参加企業の募集やまなざし休暇の取得促進等の周知案内
　・推進大会で企業トークセッションを実施
　・まなざし運動登録企業11社を訪問し、ヒアリングを実施,企業事例紹介リーフレットを作成し、配布
○運動参加企業:828社（令和7年3月末）

令和6年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 全ての市民

年度

担当部署・係名 社会教育課　子どもへのまなざし運動・若者支援推進室 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 市民総参加子ども育成運動経費 事業期間 平成

基本事業 「子どもへのまなざし運動」の推進

事業概要・目的

子どもが社会において保障されるべき様々な権利の尊重に努め、すべての大人が子どもの育成に関心を持ち、か
つ、主体的に関わる社会を構築することを目的とした市民運動を展開する。「家庭」「地域」「企業等」「学校等」
を4つの場として位置づけ、それぞれの役割を明確にした上で、行政も含めた連携、協働を図りながら子どもの育成
に努める。
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事務事業進捗報告シート

55 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
県営キャンプ場のリニューアルや民間のオートパーク場の創設もあり、前年に比べ利用者数は減少
した。ただし、ゴールデンウイークと夏休み期間に実施したアンケートでは利用者の満足度が高いた
め、青少年の健全育成の目標は達成している。

今後の改善策、対応策等

金立教育キャンプ場の「少年を自然に親しませることにより、その健全育成を図る」という設置目的にそって、家族によるキャンプ体験や
防災デイキャンプ等を引き続き実施する。また、公民館や地域の各種団体の青少年向け事業での利用を呼び掛ける。

9,889
10,500 10,500 10,500 10,500

8,619 9,063 7,763 7,558

11,066 11,191 9,226 8,672

成果指標② 単位

市内利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

施設利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

12,289
13,000 13,000 13,000 13,000

うち佐賀市の
負担額

4,747 4,788 4,782 5,016 6,070

　　事業総額 4,747 4,788 4,782 5,016 6,070

金立教育キャンプ場の利用者数及び開場日数
利用者数:8,672人
開場日数:313日

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 主に佐賀市民

年度

担当部署・係名 社会教育課　総務企画係 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 26自ら学ぶ生涯学習の推進

令和7年度

事務事業名 金立教育キャンプ場事業 事業期間 昭和

基本事業 生涯学習施設の整備・運営

事業概要・目的

自然の中での共同生活を通じて、社会性、創造性、自然を愛する心を養うことによる青少年の健全育成を目的と
している。場⾧（管理人）を配置し、施設の維持・管理及び施設・備品等の整備、貸し出し、野外活動の指導
等の業務を行う。
【施設概要】テントサイト（３０区画）、炊飯棟、調理棟、研修棟、多目的広場ほか
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事務事業進捗報告シート

5 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
家庭教育講座、なかまほいくのいずれにおいても、子どもの教育や成⾧について保護者の関心が
高まるタイミングでの実施であり、親の関わり方をはじめとする家庭教育に関する講座やなかまほ
いくにおける参加者同士の交流や積極的な活動により、概ね目標を達成することができた。

今後の改善策、対応策等

家庭教育講座の受講者が家庭教育の大切さを認識した割合は高いことから、継続して小中学校に対し新入学説明会等での開催
協力依頼を行う。また、「なかまほいく」はR7で事業終了となるが、本事業を受託している子育てサークル連絡会が独自の事業におい
ても「なかまほいく」の考え方を取り入れた活動を実施することにより、親子の育ちを支援できる。

ー
ー ー 90 90

ー ー 90 91.7

97.5 96.3 97.5 97.6

成果指標② 単位

我が子との関わり方がより分かるようになったと感じる参加者の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

家庭教育の大切さを認識した人の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

97
100 100 100 100

うち佐賀市の
負担額

1,645 945

　　事業総額 1,645 945
－ － －

・家庭教育講座:市内小中学校50校で実施（参加者3,593名）
　（新入学説明会を活用・その他の機会を活用した講座実施を含む）
・なかまほいく:全10回（親子12組）

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市民、市内小中学校をはじめとする教育にかかわる団体

年度

担当部署・係名 社会教育課 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 家庭教育支援事業 事業期間 令和

基本事業 「子どもへのまなざし運動」の推進

事業概要・目的
より多くの保護者が家庭での教育等に関心を持ち、家庭教育力の向上を目的として全校区で家庭教育講座を開
催する。また、「なかまほいく」実施事業においては子育て中の保護者同士のつながりを作ることで、親の育ちや親の
学びを支援する。
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事務事業進捗報告シート

39 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している

目に見える形での非行・不良行為に関する指導件数は減少している状況であるが、街頭見守り
活動においては、ヘルメット着用指導等の自転車運転に関する指導や気になる児童・生徒への
愛の声かけなど成果目標を概ね達成した。
また、インターネット見守り活動を開始したことにより、青少年のSNSを媒体とした問題行動が把
握できるようになり、啓発チラシを作成し、HP等で周知することができた。

今後の改善策、対応策等

今後も地域における青少年の安心・安全な環境整備に努めるともに、街頭巡回活動では見えづらいＳＮＳに起因する青少年が
関わる問題など、青少年を取り巻く環境の変化等も踏まえた活動内容の見直し等を検討する。

2,501
2,400 2,300 1,360 1,300

2,075 2,178 1,234 1,321

35 24 1 4

成果指標② 単位

ルール・マナーに関する指導件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

非行・不良行為に関する指導件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

38
35 30 20 20

うち佐賀市の
負担額

14,727 15,132 15,532 14,743 16,704

　　事業総額 14,727 15,132 15,532 14,743 16,704

・街頭見守り活動    年間活動回数:1,230回、年間延べ活動人数:5,526人
・インターネット上の見守り活動　　ホームページ周知・啓発:５回（うち２回はさがんメールで配信）

令和6年度
主な活動実績

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 少年（市内６歳から１８歳までの在学生及び有職・無職少年）

年度

担当部署・係名 社会教育課　子どもへのまなざし運動・若者支援推進室 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 非行防止対策事業 事業期間 昭和 令和

基本事業 子ども・若者の健全育成

事業概要・目的

市内２６校区・地区ごとに「まなざし育成委員」（１２１名）を委嘱し、街頭見守り活動による青少年の安心・
安全のための見守り、声かけ、指導等に努める。また、青少年センターの子ども・若者支援専門官によるインター
ネット見守り活動を実施し、街頭見守り活動では見えづらい青少年の問題行動等の把握及び保護者等への周
知・啓発に努める。
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事務事業進捗報告シート

28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している

支援対象者が抱える問題の性質上、進学や就職後直ちに支援終了とはならず、⾧期的な支
援が必要となるケースが大半であるが、「改善状況調査」では累計で7１.４％の者に、何らかの
改善が見られ、進学や就業等の進路決定者も一定数出ている。
　〔Ｒ６年度進路決定者　2０名〕
　　進学　１２名、転学　１名、就職(アルバイト・非正規)　５名、福祉的就労  ２名

今後の改善策、対応策等
ひきこもり、不登校等、社会的に自立した生活が送れないことや、社会生活上の対人関係に悩む子ども・若者やその家族が、孤立
しないよう、引き続き「子ども・若者支援室」の周知・啓発を行う。
　・　関係機関や学校等との連絡会で周知カードの紹介
　・　小・中学生保護者向けの「教育委員会メール」での紹介
　・　市のホームページへの掲載　　など

178
200 220 240 260

191 208 230 250

252 271 316 344

成果指標② 単位

状況が改善した人数（累計） 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

改善状況調査人数（累計） 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

224
250 275 300 325

うち佐賀市の
負担額

6,262 6,207 6,550 6,234 6,281

　　事業総額 6,262 6,207 6,550 6,234 6,281

相談支援件数　　延べ２，７８４件（面談:９９１件、電話:１，０７０件、メール:３２６件、訪問
支援:３９７件）
支援対象者や家族を対象とした講座･教室等　　１６回（参加者数　延べ７７人）

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市に居住する４０歳未満の者とその家族

年度

担当部署・係名 社会教育課　子どもへのまなざし運動・若者支援推進室 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 子ども・若者支援事業 事業期間 平成 令和

基本事業 子ども・若者の健全育成

事業概要・目的
佐賀市内のニート、ひきこもり、不登校等、社会的に自立した生活が送れないことや、社会生活上の対人関係に
悩む子ども・若者やその家族を対象として、電話や面談による相談支援を実施する。また、就労や、就学に結びつ
くことを目指した適応支援プログラムや講座、教室等を開催し、社会的に自立した生活が可能となる支援を行う。
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している
参加者数は目標値を達成している。QRコードによる事前参加申し込みを行ったことにより、当日
の受付業務の軽減と参加者アンケート回収率向上につながった。

今後の改善策、対応策等
令和６年度に対象者へのアンケートを実施した結果から、令和７年度は、SAGAアリーナでの一会場で開催する。ただし、分散会
場実施を求める意見も一定数あるため、式典終了後希望者が分散交流を実施できるよう会場を用意する。記念品は多額の経費
を要するため廃止とし、SAGAアリーナならではの演出で佐賀を誇りに思ってもらうとともに、２０歳の若者の心にささり、未来に向けて
の力となるような式典とするため、イベント運営に⾧けた業者を募り委託を検討する。

1,796 1,986 1,849 1,870

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

二十歳のつどい参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,809
1,800 1,800 1,800 1,800

うち佐賀市の
負担額

5,677 5,669 4,179 3,347 4,711

　　事業総額 5,677 5,669 4,179 3,347 4,711

平成1６年４月２日から平成1７年４月１日生まれの方を対象に、市内８会場で二十歳のつどいを開催した。令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市の住民基本台帳記載や外国人登録の有無に関わらず、当該年度に20歳を迎える者

年度

担当部署・係名 社会教育課　子どもへのまなざし運動・若者支援推進室 担当課⾧名 北御門　智子

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 25家庭・地域・企業等の教育力の向上

令和7年度

事務事業名 佐賀市二十歳のつどい 事業期間 昭和

基本事業 子ども・若者の健全育成

事業概要・目的
改めて大人としての自覚を持ち、社会人として自立する若者の門出を祝福し激励するため、年度中に２０歳を迎
える方を対象に、二十歳のつどい（旧成人式）を開催する。令和６年度は旧市町村ごとの８会場で開催。
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